
小・中学校におけるＰＢＬ（課題解決型学習）の取組 

 
予測困難な時代においては、目の前の事象から解決すべき課題を見いだし、主体

的に考え、多様な立場の者が協働的に議論し、納得解を生み出す力が求められてお

り、こうした力を育成するための学びとして、ＰＢＬ（課題解決型学習）を推進し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 現状と課題 

・総合的な学習の時間に、地域を題材としたふるさと学習等でＰＢＬに取り

組んでいる学校がある。 

・ＰＢＬの具体的なイメージが持てず、教育課程上の位置づけに苦慮してい

る学校がある。 

・ＰＢＬの活動内容は設定されているが、課題解決を通して育成を目指す資

質・能力が明確になっていない学校がある。 

・子どもの学ぶ意欲を高めるために、ＰＢＬの成果をアウトプットし、その

取組についてフィードバックする場の設定が必要である。 

２ 今後の取組の方向性 

 

 

 

 

(1) ＰＢＬ（課題解決型学習）ガイドブックの作成 

・ＰＢＬの考え方や学習過程を整理し、県内公立小・中学校等に配付する。 

・発達段階を踏まえ、地域の方等と関わりながら進めるＰＢＬを促進する。 

・学校が育成したい資質・能力を明確にし、子どもたちが主体的・協働的に

課題を発見し、解決する力を育成するモデルや実践事例を提示する。 

 ・学校、企業、ＮＰＯ法人等の多様な立場の方の意見を踏まえる。 

 

(2) おかやま学びたい賞・フォーラムの実施（令和２年度から） 

・地域を題材としてＰＢＬを実施している学校の優れた取組を表彰し、県内

に発信する。 

・意見交流の場の設定や、フィードバックによる価値づけを行うことで、学

習意欲の向上を促進する。 

 

(3) 一人一台端末を主体的に活用した学びの推進 

・実社会や実生活とつながる課題の解決に向け、ＩＣＴを活用して情報を収

集し、整理・分析するとともに、表やグラフで表したりプレゼンしたりす

るなど、主体的にＩＣＴを活用する学習を推進する｡ 

地域の多様な教育資源と関わりながらＰＢＬを実践するモデルを示

すとともに、学習成果をアウトプットし、価値づけする場を設定する。 

 



高梁中学校における
ＰＢＬ（課題解決型学習）の取組

【学校の概要】
○生徒数：２８４名（令和３年度）
○学級数：各学年３学級＋特別支援学級３学級
○コミュニティ・スクールの導入（令和３年２月）
※５小学校から集まる。市内全体の中学生の約半分が通う。

高梁市立高梁中学校
校長 福原 洋子



ＰＢＬ（課題解決型学習）スタートの経緯

○新学習指導要領の全面実施（令和３年度）に向けた教育活動の見直し
・３つの資質・能力の育成
生きて働く「知識・技能」の習得
未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成
学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養

・「社会に開かれた教育課程」の実現
学校での学びを日常生活に活用したり、社会とのつながりの中で学習したりすること
で、よりよい社会を創るという目標を達成

○コミュニティ・スクール導入を見据えた地域との協働による教育活動の推進
・高等学校で実施されている「地域学」につながる学習を総合的な学習の時間で実施
義務教育最終段階で地域をフィールドとした学習に取り組むことの意義

・コミュニティ・スクール導入で、より効果が上がる教育活動を実施
「地域に開かれた学校」から「地域とともにある学校」へ



高梁中学校の実態

１年
宿泊研修
文化祭
ふるさと学習
職業調べ

２年
広島平和学習
文化祭
職場体験学習
高校調べ

３年
沖縄平和学習
文化祭
進路学習

○総合的な学習の時間の主な取組
（令和元年度）

○平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果
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（問）総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを
発表するなどの学習活動に取り組んでいると思いますか。

肯定的回答
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（問）地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか。

地域と関わる学習がない



「地域貢献プロジェクト」（第３学年）の取組

プロジェクトの目的

①課題の設定

②情報の収集

③情報の整理・分析

④まとめ・表現

〈探究学習の進め方〉

①各教科や学校生活で学んだことを生かし、地域課題の解決等に主体的・協働的に
取り組む探究学習を通して、地域貢献について考える。

②社会に出た自分の姿を想像し、自分の適性や将来の可能性を考える。

プロジェクトの進め方

①団体・事業所等の課題意識や思いを聞いて、プロジェクトの
ゴールイメージを持つ。

②高梁市の現状を知り、効果的な方策を考える。
③地域の声を聞き、自分たちでアイディアを出し合う。
④事業所等に取組の成果を報告・提案し、評価してもらう。

※「プロジェクトを始める前の私」と「プロジェクトを終えた私」を
比較し、自己理解を深める。

※自己評価と他者（団体・事業所等）評価を通して考える。



「地域貢献プロジェクト」（第３学年）の取組

○令和２年度 １２団体との協働で１９プロジェクトを実施

プロジェクト名 連携・協働先

空き店舗をなくし、にぎやかな商店街をつくるプロジェクト 栄町商店街振興組合

路線バスを利用したことがない人がバスを利用するようになるプロジェクト 備北バス株式会社

高梁の特産品を使った新商品を販売するプロジェクト 産業振興課

備中牛をＰＲするプロジェクト 江草牧場

小学生が中学校に進学する不安を解消するプロジェクト 中学校区５小学校

中学生の活動を報道するプロジェクト 吉備ケーブルテレビ

住みたいまちづくり・人口増加プロジェクト 高梁青年会議所

成羽美術館オリジナルスイーツを考えるプロジェクト 成羽美術館

さんじゅーろーをもっと有名にするプロジェクト 高梁市観光協会

など
○令和３年度 ６団体との協働で８プロジェクトを実施

※前年度からの継続・発展・・・２プロジェクト（商店街の活性化、特産品の活用）



事例①「備北バスに１か月に１回のってもらおうプロジェクト」

【概要】
・備北バス⇒「路線バスの理解度を高め、バスの利用者を増やす方法」
・ターゲットを高校生に絞り、市内の高校（３校）にアンケートの協力を依頼。実態把握から解決策を提案。
・提案１：路線図をわかりやすく改善する。
提案２：バス利用のメリットと吹屋をPRする情報を盛り込んだチラシを作成・配布する。



事例②「備中牛を広めようプロジェクト」

【概要】
・江草牧場⇒「備中牛の地元消費の拡大」
・スーパーでのアンケート、授業参観日での
保護者アンケートで実態把握。
・提案：PRポスターとプレゼンを制作し、市役所と

タイアップして広報する。
→農林課のHPとリンク

※「農業者の集い」に参加し発表（コロナで中止）



「地域貢献プロジェクト」を終えて

○「地域貢献プロジェクト」を終えての生徒の振り返り

活動前 活動後

Ａ 成功できるかどうか心配 自分の担当を責任を持って行い、みんなと協
力して成功させることができ、自分はこういう
活動をすることが好きだと気付いた。

Ｂ 自己評価でわからない項目が８
割以上

様々な活動を通して自分への理解が深まった
り、地域への関心が持てるようになった。自己
評価も明確にすることができた。

Ｃ 面倒で乗り気がしない 活動はやりがいがあって達成感がすごかった。
楽しかった。

Ｄ パワーポイントの作成や初めて
会う人と話すことが不安

自分は思っていたよりきちんとできていること
がわかった。人としてはまだまだ足りなかった。

Ｅ

Ｆ

とても楽しみ 街頭アンケートやポスターづくり、プレゼン作
成を通じて自分の得意・不得意がわかった。
新たな得意分野も見えてきた。
中学生としては、大人と同じように接しても
らったので、貴重な時間だった。

自分たちで行動したり、考え
たりするときの中学生のエネ
ルギーはこんなにあるのだと
驚いた。課題を解決していく
中で自分たち中学生にできる
ことは想像以上にたくさんあ
ると感じた。ぜひこの気持ちを
今の中学生の皆さんにも体感
してほしい。

〈１年後の声〉

○協働先の団体・事業所等

参加して良かった
１００％



令和３年度の進化



生徒等の変化

○令和３年度全国学力・学習状況調査結果

（問）総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理し
て、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいると思い
ますか。（肯定的回答）

（問）地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか。
（肯定的回答）

平成３１（令和元）年度

４４．６％
（県：６１．２％）

令和３年度

７３．９％
（県：７０．９％）

平成３１（令和元）年度

３６．９％
（県：３８．９％）

令和３年度

５４．６％
（県：４５．４％）

○令和３年度教職員アンケート（R3.12実施）

（問）様々な取組で非認知能力（目標を達成する力、他者
と協働する力、自分をコントロールする力）がのびて
きていますか。 （肯定的回答）

９１％

（問）地域との連携・協働によって、学習活動が充実してき
ていますか。 （肯定的回答）

７４％



「高梁未来学」の評価 ー育成する資質・能力のルーブリックの作成ー

資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

社会的事象に関する
知識・理解

社会で起こっている出来事
を理解できる。

課題に関する基礎的な知
識を身に付けている。

学習した知識を活用して課
題を理解しようとしている。

地域や社会の課題について教科
等の知識を結び付けより深く理
解することができる。

学習を通して得た知識を次の課題
解決に用いることができる。

情報収集力
情報を収集する手段を２つ
以上知っている。

目的に応じて適切な手段を
選び、情報を収集すること
ができる。

課題解決に向けて、必要な
情報を取捨選択することが
できる。

情報を比較したり、分類したり、
関連づけたりする技能を身に付
けている。

情報を整理し構造化するなど分析
に必要な技能を身に付けている。

論理的思考力
テーマや課題について考え
ることができる。

自分なりの根拠を持って自
分の意見を組み立てること
ができる。

情報を正しく理解し、筋道
を立てて考えることができ
る。

他者の意見や得られた情報と自
分の意見を照らし合わせ、比較・
分類・検討することができる。

適切な根拠をもとに、筋道を立て
て、自分の意見を構築することが
できる。

課題解決力
課題を正しく理解することが
できる。

課題に対して試行錯誤しな
がら解決に取り組むことが
できる。

課題解決に粘り強く取り組
み、一定の解決策を導くこ
とができる。

自分の解決策について根拠を
持って分析し、自分なりの評価を
下すことができる。

複数の視点から自分の解決策を
考察し、新たな課題に気付き解決
策を再構築できる。

対話力
自分の気持ちや考えを他者
に伝えることができる。

自分の意見や考えを集団
の前で発表することができ
る。

他者の考えや意見を取り
入れ、自分の意見を見直
すことができる。

他者の考えや意見に対して質問
したり自分の意見を述べたりする
ことができる。

多様な他者との対話を通して、他
者の考えを深く理解したり、自分の
考えを明確にすることができる。

表現力・発信力
表現するべき内容の柱を挙
げることができる。

相手を意識し、きちんとした
態度で発表したり表現した
りすることができる。

伝える目的を意識し、効果
的な方法で伝えることがで
きる。

伝えたいことを根拠に基づいて
順序立ててわかりやすく表現す
ることができる。

相手や場面に応じて適切かつ効
果的な方法を選択し、説得力のあ
る発信をすることができる。

主体性・積極性
集団の中で与えられた役割
を理解できている。

集団の中で与えられた役割
に取り組むことができる。

課題を自分のこととしてとら
え、自らの役割を進んで果
たそうとしている。

自らの役割だけでなく、他者との
関わりの中で自分の役割を見つ
け、取り組もうとしている。

自分の意志で目標を持ち、自らの
役割を果たしながら課題解決に向
け積極的に取り組んでいる。

協働力
他者と協力して活動するこ
とができる。

他者と協力して活動し、責
任を持って取り組むことが
できる。

自分と異なる他者の考えを
受け止め、協力して活動に
取り組もうとしている。

自分の良さや得意分野を生かす
とともに、メンバーの支援もしな
がら活動することができる。

他者の良さを認め、新たなものを
取り入れながら、共通の目標に向
かい活動を進めることができる。

メタ認知力
自分自身の現在の状態（得
意・不得意など）を振り返る
ことができる。

自分自身の現在の状態を
客観的にとらえることがで
きる。

自分を向上させるために、
自分自身で目標を立てるこ
とができる。

自分の目標と現状との差を埋め
るための方策を考え、行動に移
すことができる。

活動を通して自己理解を深めると
ともに、地域や社会の中での自分
の役割を考えることができる。

社会参画力

地域や社会に対して関心を
持つことができる。

地域や社会の課題等に関
心を向けることができる。

地域や社会をより良くする
ための考えを持つことがで
きる。

自分と地域や社会とのつながり
を自覚し、地域や社会の一員とし
て貢献しようとする意欲を持つこ
とができる。

学んだことを生かして積極的に地
域の活動に参加し、進んで地域や
社会の課題解決に取り組もうとし
ている。

知
識
・技
能

思
考
力
・判
断
力
・

表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
・人

間
性
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○第３学年「地域貢献プロジェクト」における課題設定

現 状 大人が直面する課題意識を共有 → 解決へ

生徒自身が課題を発見 → 解決へ
令和３年度の１年生が３年生でプロジェクト
を実施する際、自ら課題設定できるように
学習を積み上げていく。



今後に向けて

○「高梁未来学」を核にした計画的な課題解決型学習（ＰＢＬ）の実施
・ルーブリックの活用による資質・能力の確実な積み上げ
ゴールイメージの共有（教員間、教員と生徒）
学年ごとに途切れない指導
小学校、高等学校とのつながり

・各教科の学びを生かす視点

○課題解決型学習（ＰＢＬ）の評価
・ルーブリックを活用した評価

○課題解決型学習（ＰＢＬ）を組み立て実践する教員の指導力の向上
・探究的な学習の進め方の理解と実践力
・外部との適切な連携・協働（コミュニティ・スクールの積極的活用も）
・ICTの効果的な活用


